
目標都市像
�土浦市には良いところが多くあり、それらからは元気な花のような印象を受けた。
その一方で進む人口減少や店舗の撤退などによる活気の喪失といった悪い面も
目立っており、それらは元気のない花のように感じられた。
�そこで、我々は特色や問題点をもとに土浦市を大きく4つの地域に分ける。
そして、土浦市全体を土に見立て、各地域の特徴を活かした明るい未来を花に例え、
各地域の花を満開にさせることにより、土浦市全体を活気や住みやすさのあふれる
花いっぱいのまちにする。

神立・おおつ野：けんこうの花

〜人々が元気になれるまち〜

②おおつ野けんこうロード

③ウォーキングキャンペーン

①健康増進施設
フィットネスクラブスーパー銭湯

平成27年
土浦協同病院が移転

生活に必要なものは、おおつ野内で
揃えることが可能となる。

病院との連携✖ ️ ✖ ️

→アミューズメント性・病院と合わせて健康増進
新たな拠点として発展

1.専用アプリをダウンロード
2.スマートフォンを持って、店まで徒歩移動

3.歩行距離に応じて商品GET

【手順】→運動環境の整備

→徒歩移動の促進を行なう

▲歩道を整備した修景画像
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中心市街地：にぎわいの花

〜人が集い、盛り上がるまち〜
①地域通貨キララの新活用

NPO法人まちづくり活性化土浦が発行する
地域通貨キララを、市内のイベントと組み合わせ
認知度を上げ、通貨を協賛店及びバスで
利用できるシステムにする。
さらに、土浦市で行なわれているイベント等のPRを
行なえるよう、デザイン、サイズも変更する。

②市役所跡地�つちまるの森公園
平成27年度に移転する市役所跡地、市内外の人々が楽しめるような公園
「つちまるの森公園」を設備する。
市民の人も外部の人も気軽に参加できるイベントや
土浦の名産品をアピールするBBQセットの販売等を行なう。

▲通貨の新デザイン

▲市役所からみた風景

新治：しぜんの花

〜自然とのふれあいが盛んなまち〜
農業体験の実施
自然豊かな新治において、耕作放棄地を活用し、
小中学生と農家の方々との交流を促す。新治地域内の小中学生を対象とし、
耕作放棄地でダイコン等の栽培を行なう。出来る限り学校から近くにある
耕作放棄地を活用し、授業の一環として農業体験を実施する。

▼ダイコンの年間スケジュール▲新治の学校、生徒数、農地面積

荒川沖：つながりの花

〜人と出会える明るいまち〜芸術文化交流館への転換
つながりのある活動の場を提供する。
駅前の店舗「さんぱる」の跡地を芸術文化交流館とし、
コミュニティ活動を促進する。
また、駅前に人の流れを作り、景観治安の向上をはかる。

▲1階平面図

▼3階平面図

▲駅前の人の流れの図 ▲団体同士の交流の図
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